
本多静六博士が寄贈した中津川県有林

（埼玉県秩父市中津川）

埼玉県マスコット
「さいたまっち」「コバトン」
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応募締切　令和6年11月29日（金）

林学や造園学の研究、森林や公園の造成及び指導を通じ多大な功績を残した本多静六

の精神を受け継ぎ、緑と共生する社会づくりに貢献した方に贈呈します。

主　催：埼玉県　　共　催：久喜市

後　援：林野庁関東森林管理局埼玉森林管理事務所　　

　　　　公益社団法人埼玉県緑化推進委員会　　埼玉県森林組合連合会　   一般社団法人埼玉県木材協会　　

           公益社団法人埼玉県農林公社    一般社団法人埼玉県造園業協会　　埼玉県林業経営者協会　　　

　　　　埼玉県森林協会　　東京大学秩父演習林 さいたま放送局



令和 6 年度　第 18 回

本多静六賞 募集要項

3　応 募 先
メールアドレス：a4300-01@pref.saitama.lg.jp

埼玉県 農林部 森づくり課　総務・森林企画担当 あて

4　応募締切
   　 令和 6 年11月29日（金） 　

5　選考方法
本多静六賞選考委員会の選考を経て、知事が決定します。

6　表　　彰
表彰は令和 7 年 5 月に実施する予定です。

受賞者には、賞状と副賞（賞金、賞状木製レプリカ）を贈呈します。

　「埼玉県にゆかりがある」とは、次のいずれかに該当するものです。

　 受賞の対象となる活動は、次のとおりです。

● 埼玉県内で活動していること

● 現在又は過去において埼玉県に居住していること

● 学術研究又は実践活動の成果が埼玉県に貢献していること

● 自然科学から人文科学まで森林を含む緑に関する学術研究

● 営利、非営利にかかわらず森林を含む緑に関する実践活動

● 学術研究や実践活動に対する寄付等の支援活動

● その他、緑と共生する社会づくりに貢献したと認められる活動

1　受賞対象者
埼玉県にゆかりがあり、学術研究又は実践活動により緑と共生する社会づくりに

貢献した個人又は団体とします。

2　応募方法
個人や団体からの推薦（自薦は不可）により、「推薦書」に必要事項を記入の上、

3 の「応募先」までメールで送付してください。

「推薦書」の様式は、埼玉県のホームページからダウンロードすることができます。

本多静六賞　募集 検　索



第1回受賞者 山
や ま

中
な か

　敬
た か

久
ひ さ

 氏（林業経営者）

第3回受賞者 原
は ら

　邦
く に

紘
ひ ろ

 氏（林業経営者）

第4回受賞者 斎
さ い

藤
と う

　馨
かおる

 氏（東京大学教授）

第5回受賞者 県立浦和高等学校同窓会（浦高百年の森づくり活動）

第6回受賞者 太
お お

田
た

　猛
た け

彦
ひ こ

 氏（東京大学名誉教授）

第7回受賞者 石
い し

井
い

　清
き よ

允
の ぶ

 氏（森づくり活動指導者）

第8回受賞者 岩
い わ

田
た

　洋
ひろし

 氏（埼玉森林インストラクタ―会顧問）

第9回受賞者 お菓子な郷
く に

推進協議会（菓子製造業団体）

第10回受賞者 坂
さ か

本
も と

　全
ぜ ん

平
ぺ い

 氏（林業経営者）

第10回特別受賞者 久喜市立三
さ ん

箇
が

小学校

第11回受賞者 NPO 法人ときがわ山
やま

里
ざと

文
ぶん

化
か

研究所（地域振興団体）

第12回受賞者 薗
そ の

田
だ

　稔
みのる

 氏（秩父神社宮司、京都大学名誉教授）

第14回受賞者 栗
く り

原
は ら

　慶
け い

子
こ

 氏（東吾野女性林研「ときめ木」会長）

第13回受賞者 関
せ き

口
ぐ ち

　定
さ だ

男
お

 氏（前ときがわ町長、埼玉県中央部森林組合顧問）

第2回受賞者 NPO 法人埼玉森林サポータークラブ（森林ボランティア団体）

第15回受賞者 中
な か

島
じ ま

　宏
ひろし

 氏（造園技術者）

第16回受賞者 犬
い ぬ

井
い

　正
ただし

 氏（獨協大学名誉教授）

第17回受賞者 伊
い

佐
さ

　裕
ひろし

 氏（伊佐ホームズ㈱、森林パートナーズ㈱）

● ＩＣＴを活用して効率的に川上・川中・川下をつなぐことで、秩父地域から豊かな木材を安定的に供給し、また
川上へは適切な収益還元を目指す新たな木材流通サプライェーンを実現した。経済的な合理性に基づいて産業面
から林業を支え守っていくといった、本多静六博士の精神に通ずる大きな志を持ち、それを着実に実践した。

● 新たな木材流通サプライチェーンは、全国的にも注目度が高く、取り組みが広がり始めており、地産地消の促進
や地方創生の実現など日本の林業の維持発展に繋がることが期待されている。

●  森林の総合的価値並びに木の文化の本質を都市部消費者や子供たちに伝え、森に親しみを持ってもらうことが森林
環境を守る何よりの力となり、ひいては森林・林業を支えてもらうことができると考え、都市部から多くの参加者
を募った植樹ツアーを主催し、秩父市内において植樹活動を実践するなど、緑と共生する社会づくりへ貢献した。

これまでの受賞者



埼玉県マスコット
「コバトン」

埼 玉 県 出 身 で 日 本 最 初 の 林 学 博 士

本　多　静　六　博　士　の　功　績

社　会　へ　の　御　礼　奉　公

本多静六プロフィール

　博士は、慶応 2 年（1866 年）に現在の埼玉県久喜市（旧菖蒲町）で
生まれました。
　9 歳の時に父を亡くしたこともあり、苦学をして大学に進学。その
後ドイツ留学を経て日本最初の林学博士となりました。
　博士は、水道水源林・鉄道防雪林などの創設や、日比谷公園をはじ
め全国の多くの公園を設計し、近代日本の発展に大きく貢献しました。
　また、「人生即努力、努力即幸福」をモットーとして、85 年の生涯
を通じ、林学・造園学だけでなく、社会貢献活動など多彩な分野で活
躍されました。

　博士は、東京大学を退官後、自身の財産のほとんどを社会に寄付しました。
　このうち秩父（旧大滝村）地方に所有していた山林約 2,600 ヘクタールを
奨学金制度を創設するため埼玉県に寄贈しました。
　埼玉県では、この山林の収益を基に「本多静六博士育英事業」を行い、昭和
29 年以来、延べ 2,000 人を超える学生の修学を支援しています。

東京帝国大学教授時代（大正10年頃）

　　　　　　　本多静六記念館では、本多静六に関する資料を展示しています。
　　　　　　　所在地 : 久喜市菖蒲町新堀38　久喜市菖蒲総合支所5階　TEL: 0480-85-1111

林学の開拓者
　「国土を守り、国の繁栄をもたらすに
は先ず第一に山林を守らねばならぬ」
　東京都水源林、鉄道防雪林の造成など
全国各地で森林の造成に活躍しました。

公園の父
　日本初の洋式公園である日比谷公
園をはじめ、大濠公園（福岡県）、養
老公園（岐阜県）、大宮公園（埼玉県）、
大沼公園（北海道）など全国で 200
余りの公園を設計・改良しています。

明治神宮の森
　博士が 100 年先を見据えて計画し
作り上げた人工の森として、今なお高
い評価を得ています。

埼玉県 農林部 森づくり課　総務・森林企画担当
〒 330-9301　埼玉県さいたま市浦和区高砂 3-15-1

TEL：048-830-4312　 FAX：048-830-4839
E-mail：a4300-01@pref.saitama.lg.jp

お問合せ先


